
The University of Tokushima (2011)〉 Graduate School of Integrated Arts and Sciences〉 Regional Sciences (Master’s Degree) — Advanced Studies in Arts and Sciences (理系) [⇒Japanese]

物質科学特論B 2 units (selection) 1st-year(1st semester)

Shoji Imai · Professor / Environmental Symbiosis Studies, Regional Sciences

Target〉 物質科学と環境科学を支える最新の機器分析について，講義する．
Outline〉 化学物質の分析法と活用を多方面から学ぶ．まず，化学物質の性質を
理解するために無機物質および有機物質の物理的・化学的性質および反応性
について学び，さらに，それらの知見を基に，化学物質の分析法 (微量分析お
よび機器分析化学等)の現状と応用方法について行う．

Keyword〉 低負荷, 機器分析, 表面分析
Goal〉 環境，材料，生命および食品などの分析技術とその原理は，現代の社会の
中で極めて重要な基本事項であることから，現代社会で有益な分析技術につ
いて原理と応用を理解し，実際の場面における問題解決できることを到達目
標とする．

Schedule〉
1.機器分析の先進性
2.原子吸光法の基礎 (有害重金属)
3.最新の原子吸光法 (有害重金属)
4.原子発光分析法 (アルカリ・アルカリ土類元素)
5.最新の質量分析法 (希土類元素)
6.分光分析法 (界面・表面分析)
7.赤外分光法 (表面プラズモン共鳴，表面分析)
8.ラマン散乱分光法 (炭素材料薄膜の表面分析)
9.高速液体クロマトグラフィー (低負荷型 HPLC)

10.イオンクロマトグラフィー (主要無機イオン)
11.水素イオンセンサー (固体 pHセンサー，ガラス膜センサー)
12.固相抽出 (パックドカラム，サスティナブル化)
13.固相抽出の応用 (海水への利用)
14.溶媒抽出の基礎 (地球環境のための Green化)
15.最新の溶媒抽出 (地球環境に優しい事例)
16.総括

Evaluation Criteria〉 レポートで評価する．
Re-evaluation〉 一定の基準を満たしている場合に行う．
Textbook〉 適宜紹介する
Reference〉 適宜紹介する
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218189
Contact〉

⇒ Imai (総合科学部 3号館 2N08, +81-88-656-7273, imai@ias.tokushima-u.ac
.jp) Mail (Office Hour: 木曜日 12:00-13:00)
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